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社団法人日本建築美術工芸協会会長

芦原建築設計研究PF所長
ASHIHARA YOSHINOB∪

芦原義信

当協会が文化庁所管の社団法人として

設立以来、本年で 15周年を迎えますが、

発足は昭和43年 になります。当時建築

夕、美術家及び工業家の有志が「新しい

建築のなかに美術 工芸 造園などの造
形作品を取り入れ、人間性豊かな環境づ

くりJをするために相集い「建築美術工

業協会J(任意団体)を設立 し活動を始

めました。

その間、公共建物建築の総工費の何%
かを芸術的環境づくりに充てる (1%シ

ステム法)という法制定運動や建築 美
術 工業等々の分野間交流を続けて参り
ました。しかし、実質的には、関係分野

のよリー層の強力な提携 情報交流 t」 N必

要であることを痛感 tノ、また前記の 1%
システム法問題を乗りこえ新 しい時代

(2]世紀)における環境づくりを一層積

購

極的に推進することにいたしました。

そのために従来の建築美術工業協会の組

織変更をはかり、文化庁のこ指導をいた

だき「社団法人 日本建築美術工芸協会J
を設立し、芸術的環境づくりに関心ある

方々の参加を得て、豊かな社会的環境の

倉」造と保存に努め、優れた芸術的、文化

的環境の向上に貢献するべくつとめてま

いりました。

その一環として毎年順次、全国の主要

都市でその土地の風土と景観を主テーマ

として多くの方々の参力日を得て開催いた

して参 りましたシンポジウムがありま

す。開催 14回を重ねております。また、

日本建築美術工芸協会賞 (AACA賞 )

を設け、優れた社会環境を創つた作品を

毎年表彰して参りました。特別賞を含め

26作品を数えております。

そして、毎月1回を定例として有識者

のお話を聞く8acaトークを現在 144回

実施いたしました。その他に各委員会が

中心になり、情報交換、会員相互の親睦

等併せ諸活lllを進めているところです。

また本年は 15周年記念事業として懸案

の建築 美術 工芸 ,三分野合同展を江
戸東京博物館を会場として開催 ,保存再

生された日本工業倶楽部会館を会場に

「歴史的建造物保存」をテーマにシンポ

ジウム開催を企画いたしております。

各種事業の実施にカロえ更に文化と芸術

の向上を目指して幅広い活動を進めて参

りたいと考えております。

会員諸氏はじめ関係者の更なるこ理解

とこ支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。
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aaca副 会長
近代美術館館長
KATOU SADA0

カロ藤 貞 雄

15年の間の社会の変化は大変なものだ。バブルの消滅とと

もに、みんな元気を失つてしまつた。経費削減、人減らし、合

併―。私が関係する美術館の世界も、予算の減少、入館者減の

悪循環が続いている。わがAACAも会員減、会費収入の落込み
が大問題だ。

いま必要なのは、みんなでAACAの魅力を作り上げる気持ち
になることだと思う。建築、美術、工芸をつないだ唯一の団体

だからこそ、垣根を越えた交流、連携、勉強、発想が、ここか

aaca冨 J会長
(株 )坂 F_‐ 建築研究所最高顧間
SAくATA SEIZOU

阪田誠造

建築、美術、工芸それぞれに、団体が多く在り、社会や行政

等に対する活動、職能の研鑽を行つていますが、専門職能が隣

り合うプロフェッシナルが一つの団体を組織している、当協会

のような例は少ないでしょう。ただ珍しいだけでなく、わが国

では、建築、美術、工芸の関係が、人々と空間 時間を通して、
王侯貴族ばかりでない、多様な生活文化の環境に、高レベルの

多彩な総合を歴史に亥Jんできた、その延長に当協会の存在意義

があるのではないでしょうか。

aaca副 会長
彫亥1家
(前東京芸術大学学長 )
SUMIKAWA KHCHI

澄 川 喜 一

昭和20年敗戦、日本中の都市が焼け野原になつた、あれか

ら58年、当時の悲惨な街の風景は今や跡かたもなくなつた。

半世紀余で、よくもここまで街が生き返つた。

しかし、その反面、経済復興のみがあまりにも急がれたため、

何か忘llて街づくりが進んでいることにみんな気がついた。潤

いのある街づくり、人間らしい心のある街づくりが忘れられて

いたのではないかと云われはじめ久しい。

潤いがあり、心ある街づくりのためには建築は勿論のこと、

ら生まれる可能性がある。いまの時代だから、ますますそれが

期待される。

そのためには、たんなる異種合同の親睦でもつてよしとして

はならない。業務や作品を知り合い、率直に意見、lll判 を交し、

教え合う輪を広げることによつて、会員でいることのメリット

を享受できる団体に育つてほしい。その輪の中で、営業が生じ

てもかまわない。AACA15周年の記念事業の展開が、その第
一歩になるように切に願つている。

今年は社団法人認可 15周年、文化庁所管の社団法人である

ことに、意義があります。芦原会長は早くから、建築の文化的

価値の重要性を主張されました。歴史的文化遺産以外の建築が、

文化の対象として認識されることがない、今の社会に対して、

当協会会員の研鑽と社会へのlelきかけで、この会がさらに発展

することに繋げたい。 15周年を迎えて、もつと多くの会員の

参加と交流が促進することを大いに期待したいと思います。

美術や工芸わヽ いに染み渡るような美しい交響曲となることが望

ましい。

そして日本らしい、世界に誇れる街づくりを求めてAACAは

会員諸兄姉氏のこ尽力のお陰で、めでたく15周年を迎えるこ

とが出来た、が、こねからが理想に向う新しい力を発揮しなけ

ればならない節目でもある。

大いなるこ理解とこ支援こ協力を心からお願い申し上げこ挨

拶としたい。
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aaca理事
GKデザイン機構会長
EKUAN KEN」 |

栄久庵憲司

会員蟻慧議十五難

発会して間もなく池田武邦氏から会員

になるよう勧められた。海兵の先輩であ

る彼の勧めだけに、意義のある会だとい

うことに何等疑間をもつていなかつた。

寧ろ前衛を任じている彼のこと、今まで

にない特別の主旨をもつた会に違いない

と思つた。

七〇年の大阪万博以来、ス トリー トフ

ァニチュアの専門を任じていただけに都

市との関係かと思つていたので、会の名

称を聞いてその長いのにびつくりした。

落語にある「寿限無寿限無Jといつた感
じだつた。

私にとつてのインダス トリアルデザイ

ンは、建築 美術 工芸のどの分野にも
入つていない。そんな訳で多少の抵抗を

感じてはいたが、池田氏の豪快な表現に

吸い込ま/1て しまつた。「バラバラの分

野を引つかき回してつむじ風を起こし、

新しいかたちの大風を吹かすんだ。細か

いことなどこちゃこちゃ言わない。Jと
いう語気に、精神的にも肉体的にもすっ

かり魅きつけ ―lれ、爽快な快感を受けた。

芦原会長とは一九五五年ワックスマン

ゼミの折、初めてお目にかかった。八―

バー ドから帰国されたばかりで夢一杯、

そして私はインダス トリアルデザインに

夢中だつた。ところが夢中になると前後

左右が見えなくなる。日本中がそうだつ

た。一五年前のそんな時、バランスのい

い、控えめで明るい芦原義信のまさに出

番だった。太陽のもとでは総ては一つに

-2-

つながっているというスローガンのも

と、関係業者にまで文化事業のパー トナ

ーシップを求めた。これは今まで日本に

ないデザイン運動であり、文化運動だつ

た。色々な人に会えるのもこの会ならで

はである。しかも使命感が同じなのがい

い。

私はインダス トリアルデザインの専門

化に生涯を費やしてきたが、声原会長の

おかげで専門のかたくなな淵がとけはじ

め、気持ちも広々してきた。おおらかに

会の名を定めてく/1nた会長はまさに偉大

だ。時が経てば必ずや大木になる。池田

氏に感謝。
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悛隋輻絋罹⑮蛉炉饒瘍漑聰
aaca理事
日本大学名誉教授
OHUMISAKAE

近 江  栄

AACA賞 (日本建築美術工芸協会)の独自性について

後掲の 12回 に及ぶ受賞作品の一覧表

から読みとれるのはこの顕彰制度の独自

性として、「建築と美術 (アー ト)Jのコ

ラボレーションの成果に評llE基準がおか

れていることが明示されていることであ

る。

曰く、「建築家 美 llT家 工芸家、そ
の他の人々の連携と協力によつて芸術的

環境を倉」造した業績」を選定の対象とす

るという。

建築界にはすでに評価が定着している

BCS賞 (建築業協会)日 本建築学会賞

作品賞などはメディアを通してその存在

は衆知されている。

すでに今回は 12回の実績を積重ねて

きたAACA賞は後発とはいえ賞の趣旨
に適応した優れた作品を公募発掘し複数

の審査員が現地を訪れ厳正な評価をした

うえで優秀作を選定し顕彰してきた。

こうした努力がようやく注目され、メ

ディアを通して広く紹介されるまでに育

成され、あらたに協会発足 15週年を期

に、とくに若手 新人作家に焦点をしぼ
った芦原義信賞 (一人)わ切日えられたの

も喜ばしい経緯であつた。

ところでこうした「建築とアー トとの

コラボレーシ∃ンJに対する評価は、∃

一ロッパ先進諸国の中には国家的な公共

建築には芸術家の協力を義務づけ建築総

工費の数パーセン トを予算化することを

すでに法制化しているところもあるとい

つ。

しかしわが国でもすでに一九六〇年代

に行われた京都国際会館の公開設計競技

の際に応募要項に総工費の二%を美術と

の協同の費用に害」当てられることが明示

され、実施された先般的事例があつたこ

とが記録されている。

この大つけ役となつたのはコンペの審

査員の一人建築家佐藤武夫の委員会での

積極的な提言となつた「パリのユネスコ

本部の場合は総工費の二%だ つたとい

うJ示唆に導かれ、施主側の建設省も納
得したという経縛を直接伺つたことを覚

えている。

その後わが国では最高裁判所のコンペ

の際にも京都の先例に倣つたことで注目

されたが、10J故かバブル崩壊後は美術 (ア

ー ト)との協同の成果に対する評価が継

続して顕彰されることはなかつた。

こうした低迷期を経てようやく一九九

一年度から声原義信を中心に後掲制表に

揚げられる審査員 らの協力 によつて

AACA賞が誕生した経緯がある。

-3-
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(社)日本建築美術工芸協会賞 (AACA賞 声原義信賞受賞作品)
1991年度
第1回 AAC∧賞
東京都多摩動物公園昆虫生態園昆虫ホール

株式会社日本設計 上哲男
AACA特別賞

兼六園周辺文化ゾーン 石川県知事中西陽一
選考委員 :嘉門安雄委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

宮本忠長委員 小林治人委員 三輪正弘委員
第2回 AACA賞 (2点 )
能登島カルチャーパーク

石川県知事中西陽― 株式会社毛綱毅口廣建築事務所
北御牧村芸術むら公園結いの高欄道

長野県北御牧村村長小山 治 保科豊巳 ベルグ環境設計
選考委員 :嘉門安雄委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

宮本忠長委員 小林治人委員 三輪正弘委員
1993年り蔓
第3回 AACA賞 (2点 )
鹿児島市みなと大通り公園モニュメン ト (悠雄)並びに一連の彫
亥I作品 速水史郎
∨IHa Cypress 木村誠之助
選考委員 :内丼昭蔵委員長 會田雄亮委員 池田武邦委員

栄久庵憲司委員 近江 栄委員 仙田 満委員
1994年度
第4回  AACA賞
門真市南部市民センター森林浴体験室「森林回廊J 土屋寿満
AAC∧特別賞

生活工房 サッポロファクトリー
サッポロファクトリー デザインチーム
選考委員 1内丼昭蔵委員長 會田雄亮委員 池田武邦委員

栄久庵憲司委員 近江 栄委員 仙田 満委員
1995年度
第5回 AACA賞
街路、広場照明とその造形の一連の作品  永原 浄
AACA特別賞 (2点 )
ファーレ立川 住宅 都ヽ市整備公団東京支社、アー トプランナ
ーJLl‖ フラム
」Tビル 株式会社日建設計 (亀井忠夫 )
選考委員 1内井昭蔵委員長 會田雄亮委員 池田武邦委員

栄久庵憲司委員 近江 栄委員 澄川喜―委員
1996年度
第6回 AACA賞
長岡平和の森公園 上山良子
AACA特別賞 (2点 )

さっぱろホワイ トイルミネーシ∃ン

さっぱろホワイ トイルミネーション実行委員会会長薩 ―夫
茅ヶ崎公園プール 坂倉建築研究所 西野康造 椎名啓二
選考委員 :内丼昭蔵委員長 會田雄亮委員 近江 栄委員

澄川喜―委員
1997年度
第7回 AACA賞
三井海上千葉ニュータウン本社ビル他、一連の建築における空間

造形 片山利弘 株式会社日建設計
AACA特別賞 (2点 )

門入の郷 (mon nyu no sato)『 日入ブリッジ 椿の城 冒険の
舞台 多田善昭 香川県大川郡寒川町
広島女子大学 株式会社石本建築事務所 広島県広島女子大学
シーズ環境開発企画

選考委員 :内丼昭蔵委員長 會田雄売委員 栄久庵憲司委員
近江 栄委員 澄川喜一委員

1998年度
第8回  AACA賞
モエレ沼公園 札幌市 アーキテクト ファイブ
A∧CA特別賞

豊橋東口駅前広場 日本技術開発+デザイングループ
選考委員 :内井昭蔵委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

近江 栄委員 澄川喜―委員
村井 修グス ト選考委員

1999年度
第9回  AACA賞
SPR NGTECTCRE 播磨 (播磨科学公園管理施設)
兵庫県企業庁都市整備課+遠藤秀平建築研究所
選考委員 :内井昭蔵委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

近江 栄委員 澄川喜―委員
村井 修グス ト選考委員

2000年度
第 10回 A∧ CA賞
「潜在する音の海―Wave Wave VVave,∪ mi■sukushiJ、 ラフ
レさいたま「ウィン ド ノーテーション」、種足ふれあいの森
サウン ド モニュメン ト、国営越後丘陵公園「冒険の丘Jフ ォー
リーサウンド オブジェ、棚倉文化センターウォースクリーン、
の丘葬斎場「風のベンチ」サウン ドインスタレーション等一連の

サウンドスケープデザイン

庄野泰子十off ce sho∩ o
AACA特別賞 (2点 )

鳥取県立フラワーパーク アーキテクトフアイブ
明和町 (群馬県)町制施行記念モニュメント
日高軍也、山本 誠、小野行雄+群馬県明和町、い近代造形
(敬称略)
選考委員 :内丼昭蔵委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

近江 栄委員 澄川喜―委員
松本哲夫グス ト選考委員

2001年度
第 11回 AACA賞
善き牧者愛徳の聖母修道会 本部修道院
倉J作和紙作家 堀木エリ子+株式会社竹中工務店
審査員奨励賞 (4点 )
霞城セントラル やまがたアー トチェアープロジェクト
山形建設工業団地協同組合デザイン開発機構
株式会社環境計画研究所
その他、制作に関わる子どもたち、職人、関係者の方々
「星祭りJ―銀河を渡る殉アー ト計画およびオブジェデザイン
ー酉島リバーサイ ドヒル団地

都市基盤整備公団関西支社+AD&A 竹村楊子 駒田哲男
青森県男女共同参画センター アピオあおもり 内部イベントホ
ール外側壁面 (3面 )
oh―AOMORIRINGO YAMA YANE
atelie「A十板画イタエ 秋田昌子
パス トラルヨー トと街の修景
柴田知彦 柴田いづみ+エスケイエム設計計画事務所
選考委員 1内井昭蔵委員長 會田雄亮委員 栄久庵憲司委員

近江 栄委員 澄川喜一委員
松本哲夫グス ト選考委員

第 1回芦原義信賞
アー トガーデン 竹中工務店広島支店設計部 サ北 英、門谷和雄

第 12回AACA賞
丸の内ビルディング代表 m三菱地所設計
奨励賞

東京都立つばさ総合高等学校ウォールグラフィック
“Wisdom on

Wa｀ 葛西 薫十帥アン ドーギャラリー+0山下設計
2002年度
第 1回芦原義信賞 第 12回AACA賞  選考委員
近江 栄委員長 會田雄売委員 力口藤貞雄委員 小林治人委員
澄川喜―委員 松本哲夫委員
Jり |1原 温グス ト審査委員 平倉直子ゲス ト審査委員
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パート ド ベール作家
UCHIDAKUNITAR0

内田 邦太郎

綸
再嚢号茉 瓦冒T石冒8983-4

『鰹築 e鍵鶴 。X畿 :こ求蝙疹戦る鸞覇性』
『パート鍮ぶ。ベー・―ル :通よ鶉進鰺と技濠』

イギリスの小説家、オスカー ワイル
ド著「ドリアン グレイの画像Jの序文
に、「無用の物を作る唯一の口実は、人

がそれを熱烈に賛美すると言う事であ

る。芸術は全て無用な物なのだ。Jとの

一節がある。建築は常識的に見て有用な

ものと考えねばならないが、有用性のみ

を追求しても全く味も素つ気も無い物が

出来上つてしまう。そこに使う者の感性

を心地良く刺激して、使い勝手も良く、

見ても美しい空間も併せ持つている事が

望ましい。

工芸も、物が有り余つている現代では、

物の質 (クオリティー)や機能やスッキ

リした形を求められた時代はもはや過去

の事と成つている。今日では精神性や心

のゆとりという面の方が重要視されてい

る。平たく言えば、絵画や彫亥|や工芸も

癒じグッズなのです。

新しいライフスタイルにのつとつた自

己主張とセンスにより、自分の感性に合

った物を選ぶ事が、とりもなおさず自己

表現の手段と成り得るのです。今や与え

られる価値感では無くトータルにコーデ

ィネイ トをして、自分の身の周りの物を

整える事で、誰でも倉J造の世界に参加し

て行けるのです。アーツ アン ド クラ
フツ愛好者の倉」造意欲を刺激するに足る

素材としての作品を提供していく事が、

私の使命だと思つています。又、あらゆ

る作品に対する評価を的確にする為に、

自分のコンセプ トを持ち、自分自身の「物

を見る目Jを養う為に、優秀な作品を見
て、触れて、使う事で、自分独自の価値

基準を持つ事です。自分の作品に対して

も客観的に評価を下して、どこが悪くて

どうすれば良い物に換えて行けるのかの

方法を見い出せるはずだから。そうで無

ければただの自己満足でしか無いでしょ

う。又創造活動に於ては、自分の専門分

野の中だけに開じ籠らずにあらゆる事に

興味を持つて取り組む事で、専P5分野の

仕事にも巾と膨みが出て来るでしょう。

有名な建築家達は専門以外の分野で豊

かな表現と創造活動を巾広くこなして来

ています。

例えばル コルビュジェは、スイスの
時計師の父とピアニス トの母との間に生

まれ、少年時代は時言十の彫刻師の徒弟に

成り、後に地方の美術学校に入つて絵画

とデッサンを学んでいるcその時期に美

術教師からあらゆる時代の、あらゆる国

の美術の傑作を書物で学んでいる。上級

生時代に住宅三件を設計する機会を得

て、将来の方向が決められたと言う。又

修業時代にはよく旅行をして、地中海地

方の民家や民芸を熱心に見て歩いた様

で、そういつた様々な経験を積む事に依

って後に、都市計画家、画家、著述家、

家具設計家、詩人と多方面で活躍出来る

基礎を築いていたと思わllる。フランス

に渡り建築家ペレのもとで初めて鉄筋コ

ンクリー トを構造材料として用いて近代

建築に目覚めている。ピロッティ(杭柱 )

ルーバ (日よけ)フ アサー ド (全面ガラ

ス)モデュロール (黄金tL標準尺)等は、

コルビュジェが考え出したものです。コ

ルビュジェと対象的なのが、アメリカ

ウィスコンシン州の田舎に生まれた、フ

ランク ロイ ド ライ トだが、母親は教
育者で ドイツのフレーベルの影響を受け

児童学校を設立し、ライ ト少年には結晶

体形の積木や貝
fJNら等を玩具として与え

て、造形の訓練をさせていた様です。

日本では建築を学ぶには、東大、早稲

田、東工大、芸大等の建築科に入学して

学ぶのが一般的だが、程んどが理工系の

中に建築科を置いている為、絵画、彫刻、

工芸の勉強が併わせて出来ない事と、芸

大の様に同じキャンバスにそ71らの科を

持つていても、カリキュラムに取り入れ

られていない点である。もつと感性を磨

く事を経験吸収しないで、構造力学ばか

り学んでも、美しいものを創造する事は

出来ないと思う。

約二五年程も以前の事だが、京都会館

で、世界クラフト会議が開かれ、ガラス

作家として参加したのだが、建築分課会

に出席した。その時アメリカの建築家の

一人は今、陶芸作家の美術館を設計中だ

が、機能や用途のあらかじめ決っている

件が多く、あくまで建築は器であつて中

身が主役で有る事を強く主張し、又オラ

ンダから参加した人は、オランダには当

時から逆登つて二五年前から、国営のコ

ーディネーターの組織が有り、スタッフ

は 10人程だが、世界中の建築家、画家、

テキスタイルデザイナー、工芸、彫亥」、

造形家のリス トや作品データ資料が豊富

にlplつ ている図書館を持ち、その組織で

扱うプロジエク トは、最初の段階からそ

れに関係する全ての作家、デザイナーと

協議設計をして進めて行く。叉その組織

には総工費の 10%が入る事に成つてい
て、組織の運営を賄つていると言う事で

あった。その組織が設立さねて今年で約

50年にも成つている事に成るが、日本

にはまだその様な組織の存在は聞いた事

がない。

又アメリカでは各州法によつて異る

が、建築物の総工費の 1%～2%は必ず
建築に附随する装飾物 (絵画、レリーフ、

彫亥J等)を設置しなくてはならない事に

成つていると言う。

日本の場合は建築物が出来てしまつて

から万が一予算に余裕が出来た時のみ、

その建築容の個人的に付会いのある造形

家に依頼するケースが多い。当然ちぐは

ぐな組合せとなる。

日本でも早急に、建築物に附随した造

形物を必ず設置しなければならない様、

法制化さねれば、もつと国際的にも文化

国取の仲間入りが出来るもとと思われる

のだが。

これらの事は、建築に限らず、演劇、

映画、文学、工芸に付いての国の製作費

の援助組織や、地方地場産業の職人養成

施設の充実等志だまだ遅ねている面は

多々有る様に思う。

-5-
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(株 )アプル総合計画事務所
代表 都市環境デザイナー
NAKANO TUNEAく |

中野 恒明
東京都文京区湯島4-2-1否 林ビリt
TEL03-3816--5831

蝿理灌壌難饂濁盤と都蕪環境のデザイン し、行政側と計画者の二人三脚が今も続

いている。

第三の市民の思いはホームページで

「門司港レトロ地区Jを検索されればお

半Jり になると思う。計画初動期に提案し

た、街づくりは「八一 ドJと 「ソフト」
の運動が不可欠、これが実現されつつあ

る。赤レンガ倉庫跡地マンションの景観

論争を経て、著名建築家の設計による展

望所併設の超高層住宅の実現、市民との

対話によるライ トアップ計画、そして市

民ボランテイアによる観光ガイ ド、アー

ト村の開村、など多岐に及が。

その中で幾つかの民間の歴史的な建物

が解体の憂き目に遇つている。それを市

民と行政、私たち
“街医者
"わ
協`同して

保存を声高に訴える。まだまだ再生途上

にあるのは事実である。この継続的な活

動こそが、本来の都市デザインの姿なの

かも知れない。

繹條

九州の最北端、門司港 (北九州市)の
都市再生に関わり15年を経過した。そ

の間の経緯は多くの雑誌などに報道され

てきた。今でも地価は上昇傾向、今年の

観光客は年間300万人超が確実視、継
続的な都市デザインプロジエク トの蓄積

が新たな需要を誘発する、その経済効果

連鎖など、都市再生の模範事例となりつ

つある。

しかし計画設計者の立場から言わせて

いただければ、幾つかの幸運に恵まれた

ことに帰結する訳で、次の3点に要約し

てみたい。第一には、門司港地区の有す

る素晴らしい資産が存在していたこと。

第二には行IEIと計画者との連携である。

第三には市民の熱い思いがある。

環境資産としては、関門海峡の美しい

自然と、そねを背景にした明治 大正

昭和初期の建築群や土木構造物が、市街

地の一角にあたかも凍結保存されたかの

状態で存在ヒノていたこと、しかもそれは

当時の意匠 技術の集大成とも言うべき
作品群である。また明治22年開港の第

一胎溜まりの水面埋立を計画変更した現

市長の英 LIT、 これも忘れては
Idらない。

既に国の港湾計画では埋め立てありきだ

つたのである。

それとあわせ市長自らが、新進気鋭の

計画設計者を選定せよ、との檄を職員に

飛ばしたこと、これによつて私との縁が

始まる。私も槙総合計画事務所から独立

したばかりで、市長の「門司港の再生に

は時間がかかるJとの一言で、実績より
は可能性に懸ける、この方針があつたれ

ばこそである。若さゆえに行政の担当者

とも忌憚ない意見1交換ができたと思う

-6-
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鼈綺瘍躙―儡
aaca理事 会員交流委員会委員長
東陶機器 (株)顧問
YOSHIMURA TADA0

吉村 忠雄
東京il港区虎ノF:| ]-28
lEL03 3595-9694

―ドイレ饉鶴変遷轟轡…

時代の華一輪とまでは云い難いがオフ

ィスの トイレにも時代の流行や変遷があ

る事をこ存知だろうか。 トイレは百年一
日の如く、四角い箱の中に白いタイル壁、

衛生器具はいつか101処かで見た形のイメ

ージがあるのではないか。車やファッシ

ョンの様に流行のレンジが早いと気が付

くが、 10年 20年のサイクルで変化 し

て行く事には気が付かないものである。

又、よそ様の トイレを使う事が少ないと

云う八ンデもある。たまたま私はTO丁○

と云う会社で給料を頂いていた為、オフ

ィス トイレの変遷に特別興味が深い。 ト
イレにも流行があるのである。特に、最

近オフィスの トイレは仕事の憩の場とし

ての役害Jもあり、注目されて来ている。

去年9月 にオープンした新生 「丸ビルJ

の トイレスペースは四角ではない。 トイ
レから外の景色が見え自然光が差し込む

ような設計になっている。洗面暑:は壁掛

け型で、鏡は個別型、洗面器2台にジェ

ットタオル 1台 小便界は壁掛けの自動
洗浄、便器は壁掛けの洋 FIl、 便座は擬音

装置付のウォシュレット。 トイレがあれ
ば良いと言う時代から比べると嘘の様で

ある。私が、下O丁0で営業をしていた昭

利36年の和洋風便器の出荷比率は和風

86% 洋風 14%であった。 昨年では、
和風6% 洋風94%と 全く逆転 した。
オフィスでも自宅でも和風便器の影は薄

くなりつつある。都市基盤整備公団が洋

風便器を採用したのは、昭和30年代後

半からで便器の□―タンクに洋風便器の

使い方のラベルを付け出荷したものであ

る。先日部内の某小学校の校長先生にお

会いした時、云われた事がある。ピカピ

カの一年生が入学して来た時、一番最初

に教える事は和風便器の使い方だそうで

ある。和風便器を初めて見る一年坊主は

便器の金カクシに座つてしまうらしい。

まだ小学校では、和風便器が主力と云う

事で笑えない話である。最近街並みや新

築オフィスの散策が流行している様であ

るが、その際、是ブロ垂しまれない程度に、

トイレにも足を延ばして欲しいと思つて

いる。大変臭い話で申し訳ない、但し最

近のオフィス トイレは決して臭くないの

でl~安心を。

く建築概要>
建築主   三菱地所 (株 )
設計 監理 (株 )三菱地所設計
規模    地下4階、地下37階、塔屋2階
延床面積  約 ]60 000m2

― ]4 F平 面 図 ―

入口から一旦Uターンして
トイレフースに入る。廊下

からは自然光の明るさだけ

が感じら,■  内部の様子が
うlJがえないように配慮さ

れてしヽる。男女とも一番奥

のブースは手すり付き。

右上コーナーの窓 lJNら入る

自然光が トイレ入り回のフ

ロス トガラスを通 して廊下

まで採光をもたらす。用を

足すだけで l._kく 、仕事から

解放される気・JN転換の場所

としての心地よさが追求さ

れる .

謀饉 トイレ

―フー



儡冬輻聰―儡
aaca事業委員
インテリアアーキテクト
(株 )イ リア/KA」 IMA彫刻コンクール幹事長
■ORAYA TADASI

庸屋 正
東京都港区赤坂6-5-13
Te1 03-5561-2056

「P― 卜と餞築豊聞蝙関係1継』

一昨年 1月 にaacaト ークの会で「ア

ー トが空間をひらく」のテーマでアー ト

と建築空間について、語つた。今回はそ

の②として、その後の私の活動について

言己す。

前回「建築家はアー トが置かねること

を考えて設計しているのか ?アーティス

トは置かれる空間を考えて作品を創って

いるのだろうか ?Jと書いた。このこと
が常に私の頭をもたげている。一昨年暮

に行つた福山での某新聞社の最新のITに

よるE日刷工場の建設に当つて、社のブラ

ンドイメージをより深く社会に発信する

為に、建築とアー トの協調を旨に、地元

出身及び在住の若年作家によるコンクー

ルを行つた。この時感じたことは上述の

通りで、作家は自分の作風を守るが由に、

施主の企業理念及び、置かれる場所の空

間意識が少いのではないかと思われたこ

とです。

この6月 に建築会館において会員フ人

の彫亥J家、造形作家による第フ回アー ト

パラダイス展のプロデュースを行つた。

昨年の展覧会の反省をしつつ、約 1年間

かけて、協同展の意義、目的、効果、展

示のあり方等を話し合い、各自がどう作

品を造つていくか、新しいチャレンジを

試みた。それぞれに反省点はあるが、各

作家は新たな挑戦にいどみ、今までにな

い結果をもたらしたことに、少なからず

満足感が得られたことは、今後の彼等に

とつて、示唆を与えるものであつた。こ

こで私が作家と常に話してきたことは、

作品を設置する建築空間との関係性であ

つた。作品を置くことにより如何に楽し

い空間にすることが出来るかであつた。

作品はそれ自体が個有の質を持ってお

り、その良さをより強く引出し、設置す

る場所と語り合える関係性をつくり出す

かを考えなければな l―lないと考えた。

2000年の夏にイタリアのフィレン
ツェを訪れた際、街中で安田侃氏の彫亥」

展が行われており、作品がルネッサンス

の建物に囲まれた空間と心地良く呼吸を

しているのを体感し、スゴイと感じいっ

た。そしてフィレンツェを後にしピエ ト

ラサンタに行つた折、 ドゥオーモ広場で
ボテロの鋳造の作品が5点置かれている

のを見て、以前彼の作品をロサンゼルス

の大通りで見た時は感激したものだが、

イタリアの街中では何かスッキリしない

ものを感じ、彫刻と空間との係りについ

て強く意識させられた。

一
■
■
鑢

鶴

第7回KAJl.4A彫 亥」コンクール
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社団法人日本建築美術工芸協会

平成 15年度通常総会
]開 催日時 平成 15年5月 23日 (金 )

午後5時30分-6時30分
開催場所 東京都港区芝5丁 目26

番20号
建築会館 1階ホール

議案 議事録署名人の選任

第一号議案 平成 ]4年度事業報
告に関する件。

第二号議案 平成 14年度収支決
算書 財産目録及び貸借対
照表に関する件。

第三号議案 平成 15年度事業計
画及び収支予算に関する

件。

第四号議案 任期満了に伴う新役
員選出の件。

その他の議案

議事の経過

(1)中島昌信専務理事より定足数
の確認の報告があり平成 15年度総
会は成立した。総会次第に基づき、

芦原義信会長より挨拶があつた。芦

原会長挨拶要旨 :本日は、平成 15

(社)日本建築美術工芸協会
平成 15、 16年度役員 (理事
会 長 (理事) 芦 原
副会長 (理事) 阪 田
〃      加 藤
〃     澄 リ

専務理事    中 島
理事    會 田
理事    飯 野
理事    宇津野
理事    栄久庵
理事    近 江
理事    深 澤
理事    古 畠
理事    石 井
理事    小 倉
理事    佐 野
理事    清 水
理事    村 松
理事    大 野
理事    岡 本
理事    可 児
理事    小 林
理事    日 高
理事    倉 本
理事    玉 見
理事    吉 村
(理事25名 )

(監事2名 )
計27名

(任期平成 15年5月 23日から平成 17年総会まで)

年度社団法人日本建築美術工芸協会

総会にお忙しいところこ出席を賜り

ありがとうこざいました。協会も社

団法人運営となってから15年目を
iLDえ ることができました。年々協会

の目的とする建築 美術 工芸に携
わる人達と関連して文化振興の向上

に各事業を実施して参りました。特

にシンポジウムの実施については毎

年行つております。本年度は東京で

開催を予定いたしております。是非

会員多数の御参加を望むものであり

ます。今後も益々会員の拡大を図り

協会活動の活性化と共に会発展に努

力して参る所存です。どうか会員皆

様にはよリー層のこ協力を願うもの

であります。恒例により会長が議長

席につき議事の進行を図つた。

(2)議事について
議事録署名人の選任

坂上直哉 片山幸則両氏の指名があ
り各承諾した。次いで第一号議案

第二号議案 第三号議案を原案によ
り諮つたところ、各議案は異議なし

の発言により満場一致で可決承認さ

れたc第四号議案については議長―

、 16年度役員
敬称略)

芦原建築設計研究所所長

(株)坂倉建築研究所最高顧間
茨城県近代美術館館長

彫亥J家

建築家

陶芸家

美術]ンサルタント
情報委員会委員長//菊川工業 (株)社長
(株)GKデザイン機構会長
日本大学名誉教授

(株)コ トブキ社長
運営委員会委員長/(株 )石本建築事務所会長
石井幹子デザイン事務所

(株)日建設計 都市建築研究所所長
(株)安丼建築設計事務所社長
(株)三菱地所設計取締役技師長
(株)竹中工務店専務取締役
(株)佐藤総合計画常務
(株)久米設計社長
大成建設 (株)常務設計本部長
設景家

調査研究委員会委員長/日本大学教授
事業委員会委員長//建築家

広報委員会委員長/大塚オーミ陶業 (株 )
会員交流委員会委員長/東陶機器 (株)顧問

任との声があり会長より新期役員の

報告がありこれを承認された。

選出された役員は下記に掲載の方々で

す。

平成 ]4年度における事業は次の通
り実施しました。

第 14回 2002函 館88Ca景 観 シ ン
ポジウム「港町函館の景観 港とひか
りJの開催並びに第 12回 AACA賞
第 1回芦原義信賞表彰などにより美し

い環境創出、8aCaト ーク、研究見学
会等事業を各委員会を通し実施会機関

誌として会報刊行により会員相互の連

携コミュニケーションを図つた。なお

各部会においても見学会等活動を実施

した。

平成 15年度活動の方針として本年

度は協会設立 15周年に当り各種実施

の事業の他に懸案の建築 美術 工芸
3分野合同展覧会をはじめ各種記念事

業を進めることとしました。

当面する課題として強力な会員増強

方策のもと正 法人会員の拡大を図り
会運営の健全化を高めることが協調さ

れた。

(事務局長 伊藤留雄記 )

(再任 )
′/

//

ノノ

′/

ノ/

′′

//

′/

〃

′/

//

//

′/

/′

′ノ

〃

(新任 )
//

′/

′ノ

(再任 )
′/

″

(新任)

(再任 )

(新任)

５

朝樵議赫剰喜．華け碁畔詢栄幹産中割拳羹映．
才

治

軍

芭
（
　

忠

月券

介

人

也

弘

,商

雄

信

幸

橋

山

矢

片

事

事

藍
ｍ
摩
ｍ

雄 矢橋大理石 (株 )
則 中央建材工業 (株 )
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aaca会長
日時計作家

ONO YUK10

/jヽ 里予イ詈宏性
東京都杉並区lll丼 1-17-ll
TEL 03-5932-2664

「時錐 (日 時計 )」
国立天文台 =鷹
H:208cm

忙しい日々の中にホッとするひと時をいかがですか。

太陽の下、ほんの数分で大地「
」・動いていることを感じ、

大いなる自然と一体となつている自分を発見すること

でしょう。

aaca会員
造形作家

HOSOKAll」 A MASAHIK0

ホ ソ カ ワ マ サ ヒ コ
大阪府高槻市氷室町 1-15-15
TEL 0726-95-2350

「影響しあう仲間違」
アー トパラタイス展 (建築会館 建築博物館 )
H]50 X W 190 X D4cm

「影響しあう仲間違」をテーマに、和紙 (越前和紙 )

と漆の力をいつぱい借りて、一10」を生み出すか―の次

元で日々創作しています。

aaca会員
テキスタイル造形作家

AMEYAMA TOMOK0

雨 山 智 子
東京都目黒区東が丘2-3-20 須藤方
TEL 03-3795-4949

「UNEll～ 16」
ケアタウン成i曽  エントランスホール欧抜け
550× 550X401mm× 6点

木の質感が豊かな老人施設に、植物的なイメージをモ

チーフとした作品を制作。

このようにパネルアップした一連の作品は、最近の柔

らかい布による発表とともに、私の大事な分身である。

「souttrance」
秋田県鹿角市洋風割烹「美ふじJ
l10cm× 130× 10

ここ数年間個人的なテーマでタピスリーを制作してき

たが、最近地域のパプリックアー トに目覚めた。仲間

とイベントを企画しながら、官 民 アーティス トの
協働により、街づくりで何が貢献できるかを模索中で

ある。

…● … … .| _3

ナEl」

北村孝B召、石田員人、山崎輝子

長谷川亨、瀬川秀之、佐田興三      .            :


